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くみ取り便所、単独浄化槽の方は、下水道に接続を

市
内
の
下
水
道
整
備
状
況
は

平
成
17
年
度
末
現
在
で
76
％
で
、

平
成
18
年
４
月
に
萩
原
地
区
の

整
備
が
終
わ
り
87
％
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
19
年
度
に
は
小
坂

の
湯
屋
処
理
区
や
下
呂
の
少
ヶ

野
地
区
で
も
利
用
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
90
％
を
超
え
る
予
定

で
す
。

※
数
値
は
公
共
下
水
道
事
業
、
農

業
集
落
排
水
事
業
の
区
域
と
合
併
浄

化
槽
で
整
備
す
る
区
域
の
件
数
を
対

象
に
算
定
し
た
も
の
で
す
。

一
方
、
下
水
道
が
使
用
可
能

に
な
っ
た
区
域
の
加
入
率
は
、

平
成
17
年
度
末
現
在
で
公
共
下

水
道
で
50
％
、
農
業
集
落
排
水

事
業
で
は
82
％
に
な
っ
て
い
ま

す
。
合
併
浄
化
槽
の
対
象
区
域

は
48
％
で
、
全
体
で
は
57
％
と

な
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
へ
の
投

資
額
は
、
平
成
17
年
度
末
で

５
２
７
億
５
千
万
円
に
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
で
き
た

下
水
道
も
皆
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
価
値
の
な

い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

清
潔
な
ま
ち
や
清
流
を
残
す
た

め
に
も
、
一
日
も
早
い
下
水
道

へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

※下水道へ切り替えるため、くみ取り便所や合併浄化槽を廃止する場合は、必ず最終清掃・消毒処理を行うことが義務付けられています。

　下水道は、家庭の台所やトイレなどからでる汚水をきれいに処理して自然に戻すなど、
川や海の水質保全に大きな役割を果たしています。
　豊かな自然に恵まれた私たちのまち下呂市。清潔なまちや清流を次世代に残すためにも、
下水道への接続をお願いします。

清潔で住みよいまちづくり

下水道への早期接続にご協力を

※
下
水
道
が
使
用
可
能
と
な
っ
た
区

域
内
に
建
物
を
お
持
ち
の
方
は
、

特
別
な
理
由
が
な
い
限
り
３
年
以

内
に
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が

法
律
に
よ
り
、
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　下水道事業では、公共ます ( 官民界から 1 メートル以内 ) までは市が工事を行いますが、敷地内
の排水設備工事やその維持管理は個人の費用負担となります。排水設備工事は、工事が不完全だと、
排水管が詰まったり、臭いが家の中に入るなどの問題がおきます。一定の資格を持つ排水設備業者
を市が「下水道工事指定店」として指定していますので、「指定店」へ依頼してください。

下
水
道
は
家
庭
か
ら
の
し
尿
や
雑
排

水
を
微
生
物
で
分
解
し
て
処
理
す
る

施
設
。
調
理
く
ず
や
油
な
ど
は
絶
対

流
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
写
真
は
８
／
27
市
政
見
学
バ
ス
〕

公共下水道事業
整備地域47％
(加入率50％)

公共下水道事業
整備地域47％
(加入率50％)

合併浄化槽
整備地域11％
(加入率48％)

合併浄化槽
整備地域11％
(加入率48％)

未整備地域
24％
未整備地域
24％

農業集落農業集落
排水事業地域18％
(加入率82％)

農業集落
排水事業地域18％
(加入率82％)

下水道整備状況と
加入率
（平成17年度末現在）

トイレ 風呂 台所 民地

使用者管理
（排水設備）

公共ます

市管理

道路

取付管

下水道本管

官
民
界

官
民
界
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③工事が始まります
　排水設備工事、水洗便
所への改造工事は内容に
よって期間が異なります。
依頼した工事業者とよく
相談してください。

②下水道接続の申し込み
　下水道の接続申込書を
提出し、許可を受けます。

①工事業者を決めます
　施工業者は、市の指定
店から選んでください。
業者が現地調査、工事見
積りをしますので、内容
をよく確認の上、工事契
約をしてください。

④使用開始届を出します
　つなぎ込み開始と同時
に使用開始届を提出しま
す。この時点から使用料
金が発生します。快適で
衛生的な生活の始まりで
す。

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　
　

有
利
な
制
度

☆
水
洗
便
所
等
改
造
資
金
利
子
補
給

　

下
水
道
が
使
用
可
能
に
な
っ
た

と
き(

供
用
開
始
日)

か
ら
３
年

以
内
に
、
下
水
道
に
接
続
す
る
た

め
の
便
所
の
水
洗
化
工
事
、
排
水

設
備
の
新
設
・
改
造
工
事
、
浄
化

槽
廃
止
に
伴
う
取
り
壊
し
工
事
等

に
必
要
な
資
金
を
市
内
金
融
機
関

か
ら
借
り
入
れ
た
場
合
に
、
１
件

１
０
０
万
円
を
限
度
に
そ
の
金
利

に
対
し
３
％
以
内
の
利
子
補
給
を

行
い
ま
す
。

【
対
象
区
域
】

▽
萩
原
地
域

　

萩
原
、
上
村
、
桜
洞
、
花
池
、

　

跡
津
、
古
関

▽
下
呂
地
域

　

森
、
小
川
、
少
ヶ
野
、
三
原
、

　

御
厩
野
、
野
尻
、
乗
政

☆
つ
な
ぎ
込
み
奨
励
補
助
金

　

ま
た
小
坂
地
域
で
は
、
供
用
開

始
３
年
以
内
に
し
尿
や
家
庭
用
排

水
な
ど
を
下
水
道
に
つ
な
ぎ
込
ん

だ
場
合
、
補
助
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。（
集
合
住
宅
、事
業
所
を
除
く
）

　

市
で
は
、
下
水
道
事
業
お
よ
び

農
業
集
落
排
水
事
業
な
ど
の
整
備

計
画
区
域
外
は
、
合
併
浄
化
槽
の

設
置
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

合
併
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
の
み

を
処
理
し
て
い
る
単
独
浄
化
槽
と

は
違
い
、
ト
イ
レ
、
台
所
、
風
呂

な
ど
全
て
の
汚
水
を
処
理
す
る
浄

化
槽
で
、
下
水
道
と
同
等
の
機
能

を
有
し
て
い
ま
す
。

■
浄
化
槽
設
置
に
対
す
る

　

補
助
金
が
あ
り
ま
す

　
市
で
は
一
般
住
宅
、
事
業
所
等
に

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合

に
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
下
水
道
計
画
区
域
周
辺
地
域
で

も
、
条
件
に
よ
り
一
部
対
象
と

な
る
区
域
も
あ
り
ま
す
。

※
以
下
の
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

○
浄
化
槽
設
置
の
届
出
の
審
査
ま

た
は
建
築
確
認
法
に
基
づ
く
確

認
を
受
け
ず
に
浄
化
槽
を
設
置

す
る
場
合

○
住
宅
を
借
り
て
い
る
方
で
、
貸

主
の
承
諾
を
得
ら
れ
な
い
も
の

○
別
荘
及
び
設
置
後
の
維
持
管
理

の
所
在
が
明
ら
か
で
な
く
、
常

駐
す
る
従
業
員
等
を
有
し
て
い

な
い
事
業
所

○
他
の
補
助
金
等
を
受
け
ら
れ
る

（
併
用
）
場
合

○
そ
の
他
、
関
係
法
令
、
市
の
条

例
・
規
則
及
び
要
綱
に
反
す
る

行
為
の
あ
る
場
合

下水道接続までの流れ

合
併
浄
化
槽
対
象
地
区
で
は
、

　

浄
化
槽
の
清
掃
・
水
質
検
査
は
、

年
１
回
以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
浄
化
槽
清

掃
の
許
可
を
受
け
た
業
者
に
ご
依

頼
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

接続にかかる費用は？
　初期費用…受益者負担金　　下水道の区域内に建物をもつ方…宅内排水設備工事費用、接続後に下水道の使用料金

　

詳
し
く
は
、　

水
道
環
境
部
水
道
料
金
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
２
８
３
）
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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区　分 住民基本台帳人口
（平成16年度末）

歳出額
(a) 実質収支 人件費

(b)
人件費率
(b/a)

前年度の
人件費率

平成 17年度 38,784人 20,940,901 千円 929,017 千円 4,743,932 千円 22.7% 23.3%

区　分 職員数
(a)

給　与　費 １人あたり
給与費 (b/a)給料 職員手当 期末･勤勉手当 計 (b)

平成 18 年度 568 人 2,105,997 千円 340,608 千円 862,507 千円 3,309,112 千円 5,826 千円

320,000 円

244,600 円

平　均　給　料　月　額
45,139 円一般行政職

技能労務職

※平均給与月額　365,139 円　　平均年齢　42.1 歳

※平均給与月額　265,279 円　　平均年齢　49.9 歳

職員手当

20,679 円

◆人件費の状況（普通会計決算見込み）
　平成 17年度普通会計決算における市の歳出に占める人件費の割合を示しています。

◆職員給与費の状況（一般会計予算）
　平成 18年度一般会計予算（6月補正後）における職員給与費の状況を示しています。
　この給与費には、職員の退職手当、市長、議員等の特別職の給料・報酬などは含まれ
　ていません。

◆平均給料月額と平均年齢は…
　平成 18年 4月分として職員に支給した給与の平均額を職種別に分けて示しています。

市
職
員
の
給
与
を

公
表
し
ま
す

　

市
職
員
の
給
与
と
職
員
数
の
状
況
に
つ
い

て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
職
員
の
給
与
は
、
国
家
公
務
員

等
の
給
与
に
準
じ
て
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。　
　
　
　

―

総
務
部　

人
事
課―

区　分 決定初任給

一
般
行
政
職

大
学
卒

下呂市 170,200 円
岐阜県 187,400 円
国 170,200 円

高
校
卒

下呂市 138,400 円
岐阜県 137,300 円
国 138,400 円

技
能
労
働
職

高
校
卒

下呂市 135,600 円
岐阜県 122,900 円
国 135,600 円

中
学
卒

下呂市 127,700 円
岐阜県 120,200 円
国 127,700 円

◆初任給と、
　学歴や経験年数による給料の違いは…
　左表は初任給を、右表は学歴や経験年数による平均給料月額を示しています。

262,000 円

403,200 円
231,000 円

221,800 円
310,600 円

418,200 円
333,800 円

227,400 円
278,700 円

284,500 円
該当者なし

241,200 円

区分 経験年数 給　料

一
般
行
政
職

大
学
卒

10 年以上 15 年未満
20 年以上 25 年未満
30 年以上 35 年未満

高
校
卒

10 年以上 15 年未満
20 年以上 25 年未満
30 年以上 35 年未満

技
能
労
務
職

高
校
卒

10 年以上 15 年未満
20 年以上 25 年未満
30 年以上 35 年未満

中
学
卒

10 年以上 15 年未満
20 年以上 25 年未満
30 年以上 35 年未満

（平成 18年 4月 1日現在）

（平成 18年 4月 1日現在） （平成 18年度地方公務員給与実態調査：4月 1日現在）

◆特殊勤務手当は…
区　分 全職種

支給実績額 20,351 千円
支給職員 1人あたり平均支給年額 87,343 円
職員全体に占める手当支給職員の割合 29.0%
手当の種類（手当数） 18 種類

代表的な手当の名称
医師手当、病院看護手当、夜間看護手当、
自動車運転業務手当、老人ホーム業務手
当、廃棄物処理業務手当、消防業務手当

◆時間外勤務手当は…
年　度 区　分 金　額

平成 17 年度
支給総額 52,778 千円
職員 1人あたり
の支給年額 80,331 円

注）上表の「職員 1人当たりの支給金額」ならび
に左表の「支給対象職員 1人あたり平均支給年額」
は、平成 17年度（決算見込み）に支給した職員に
ついての平均額です。
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◆職員手当の状況は…
扶養手当 　配偶者は月額　13,000 円

　配偶者以外の扶養親族のうち 2人まで月額　6,000 円
　配偶者以外の扶養親族のうち 3人目以降月額　５,000 円
　配偶者のいない場合
　　扶養親族のうち 1人月額　11,000 円

住宅手当 ①借家・借間に係る手当
　月額 12,000 円を超える家賃を負担している職員に対して、
　家賃額に応じて月額 27,000 円まで
②自宅に係る手当
　新築または購入後５年間は 2,500 円

通勤手当 ①交通機関利用者
　運賃相当額に応じ月額 55,000 円まで
②自動車等使用者
　2km以上（片道）の使用者に対して、距離に応じ月額
　2,900 円（２km以上４km未満）から 34,900 円まで

期末手当
勤勉手当

　　　　　　期末手当　　勤勉手当　　　計
　６月期　　1.40 月分　0.725 月分　2.125 月分
　12 月期　　1.60 月分　0.725 月分　2.325 月分
　　計　　　3.00 月分　1.450 月分　4.450 月分
　　（職制上の段階等に応じた加算措置あり）

退職手当 　　　　　　　　自己都合　　定年・勧奨
　勤続２０年　　21.00 月分　　27.30 月分
　勤続２５年　　33.75 月分　　42.12 月分
　勤続３５年　　47.50 月分　　59.28 月分
　最高限度額　　59.28 月分　　59.28 月分
　加算措置　　定年前早期退職特例措置
　　　　　　　（計算の基礎となる退職時給料の 2～ 20%）

　退職時特別昇給　　廃止（平成 18 年度）
　1人あたり平均支給額　　1,244 千円（自己都合）
　　　　　　　　　　　　23,288 千円（定年・勧奨）

注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

◆部門別職員数の状況は…

注）職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除きます。

区　　分 職　員　数（人） 対前年度
増減数

主　な　増　減　理　由
部　　門 平成 17年度 平成 18 年度

一般行政部門 議会 3 3 0
総務企画 100 95 -5 組織・機構改革に伴う減▲５
税務 24 24 0
民生 131 118 -13 組織・機構改革に伴う減▲２、事務の民間委託▲３，退職の減▲８
衛生 69 70 1 勤務条件の改善のための増１
農林水産 46 48 2 畜産振興室創設に伴う増２
商工 15 17 2 観光振興充実による増２
土木 38 37 -1 組織・機構改革に伴う減▲１
　小計 426 412 -14

特別行政部門 教育 79 77 -2 組織・機構改革に伴う減▲２
消防 86 86 0
　小計 165 163 -2

普通会計　計 591 575 -16
公営企業等会計部門 病院 101 100 -1 退職の減▲１

水道 16 16 0
下水道 11 12 1 勤務条件の改善のための増１
その他 86 80 -6 組織・機構改革に伴う減▲５，退職の減▲１
　小計 214 208 -6

合　　計 805 783 -22

区分
部門

H17
計画前年

H18
1 年目

H19
2 年目

H20
3 年目

H21
4 年目

H22
5 年目 計

一般行政

減 員 -25 -18 -7 -4 -13 -67
増 員 11 9 3 2 4 29
差 引 -14 -9 -4 -2 -9 -38
職員数 426 412 403 399 397 388

特別行政

減 員 -5 -7 -6 -1 -5 -24
増 員 3 7 3 0 2 15
差 引 -2 0 -3 -1 -3 -9
職員数 165 163 163 160 159 156

公営企業
等会計

減 員 -7 -4 -6 -3 -4 -24
増 員 1 2 2 0 0 5
差 引 -6 -2 -4 -3 -4 -19
職員数 214 208 206 202 199 195

計

減 員 -37 -29 -19 -8 -22 -115
増 員 15 18 8 2 6 49
差 引 -22 -11 -11 -6 -16 -66
職員数 805 783 772 761 755 739

◆定員適正化計画の状況は…
合併後の職員数を適正
化するため、退職者に
対し３割の新規採用者
を見込みながら、勧奨
退職制度の活用や業務
量と人員とのバラン
ス、アウトソーシング
（業務委託）の可能性
等、様々な方向から検
討を加え、平成 22年
度を目標年次として定
員適正化計画を策定し
ました。

区　分 月　額 期末手当等

給
料

市　長 850,000 円
6月期
　2.125 月分
12 月期
　2.325 月分
（加算措置あり）

助　役 700,000 円
収入役 660,000 円

報
酬

議　長 370,000 円
副議長 300,000 円
議　員 270,000 円

◆特別職の報酬
　等の状況は…

（平成 18年 4月 1日現在）
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10
月
４
日
、
下
呂
市
民
会
館
を

皮
切
り
に
、
下
呂
、
萩
原
、
小
坂

の
３
地
域
で
、「
地
域
の
医
療
を

考
え
る
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
深
刻
化
す
る
医
師
不

足
に
よ
り
医
師
の
確
保
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
市
内
医
療
機
関
の
現

状
を
認
識
し
、
医
療
機
関
の
存
続

に
つ
い
て
市
民
の
方
一
人
ひ
と
り

に
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
市
と
下

呂
市
医
師
会
の
共
催
に
よ
り
開
催

し
た
も
の
で
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
市
立
金
山

病
院
の
古
田
院
長
が
「
地
方
が
直

面
し
て
い
る
医
療
問
題
」
と
題
し

て
講
演
。
救
急
医
療
の
問
題
点
や

医
師
不
足
な
ど
に
つ
い
て
の
現
状

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
に
引
き
続
き
、
市
長
や
医

師
、
住
民
代
表
ら
に
よ
り
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
意
見
が

主
張
さ
れ
た
ほ
か
、
会
場
の
参
加

者
か
ら
出
た
質
問
に
パ
ネ
リ
ス
ト

が
答
え
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

11
月
９
日
夜
７
時
か
ら
、
下
原
公

民
館
で
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
【
健
康
福
祉
部
・
健
康
課
】

医
療
機
関
の
現
状
を
知
る

医
療
機
関
の
現
状
を
知
る

地
域
の
医
療
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

約 120 人が詰め掛けた下呂地域でのフォーラム

　中学生が英語で主張する「第 2回英語スピー
チコンテスト」を 10月 6日、星雲会館で行い
ました。市内の中学校から推薦を受けた 10人
が参加。環境や日ごろの学校生活で感じている
ことなどをテーマに、いずれも堂々とした態度
で英語で熱弁を振るいました。
　最優秀賞には、身振り手振りを交えて「日本
の食卓では音を立てよう」をテーマに語った、
金山中 2年の中島祐司さん（写真）が選ばれ
ました。　　　　　【教育委員会・社会教育課】

英語スピーチコンテスト
金山中の中島さんが最優秀賞に

　新米ママの子育てをサポートする母子保健推
進員の研修会を 9月 27日、星雲会館で行いま
した。市内の母子保健推進員 73人のうち、こ
の日は 29人と母子保健担当の市職員 8人が参
加。推進員に絵本の良さを知ってもらい、活動
に生かしてもらおうと、同市小坂町の朗読ボラ
ンティアグループ「糸でんわの会」のメンバー
を講師に招き、よい絵本の選び方を学んだり、
実際に読み聞かせを聞いたりしました。　　　
　　　　　　　　　　　【健康福祉部・健康課】

絵本の素晴らしさを学ぶ
母子保健推進員が研修会

市政ニュース市政ニュース
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市
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
高
速

通
信
環
境
に
お
け
る
市
内
の
格

差
是
正
を
目
指
し
、
来
年
度
か

ら
４
年
間
を
か
け
て
各
世
帯
ま

で
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
整
備
す
る

「
市
放
送
・
通
信
基
盤
整
備
事

業
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
の

方
か
ら
の
理
解
を
得
る
た
め
、

８
月
22
日
か
ら
住
民
説
明
会
を

開
催
。
説
明
会
で
は
、
市
の
放

送
と
通
信
の
現
状
や
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
、
市
が

計
画
し
て
い
る
当
事
業
の
概

要
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
は
、
既
に
整
備
済
み

の
金
山
地
域
を
除
く
４
地
域

で
、
10
月
６
日
ま
で
、
計
25
回

開
催
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
【
企
画
部
・
情
報
課
】

放
送･

通
信
に
関
す
る
住
民
説
明
会

通
信
環
境
の
格
差
是
正
へ

　

９
月
28
日
、
東
京
千
代
田
区

の
帝
国
ホ
テ
ル
で
㈳
下
呂
温
泉

観
光
協
会
主
催
に
よ
る
「
第
23

回
下
呂
温
泉
関
東
地
区
観
光
客

誘
致
会
議
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

席
上
、
東
京
を
中
心
に
市
へ

の
誘
客
、
Ｐ
Ｒ
を
日
ご
ろ
の
活

動
の
な
か
で
し
て
も
ら
お
う
と
、

山
田
市
長
と
同
協
会
の
熊
崎
一

比
古
協
会
長
の
連
名
に
よ
る
、

「
下
呂
温
泉
ふ
る
さ
と
観
光
大

使
」
の
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

大
使
は
市
出
身
の
東
京
で
活

躍
す
る
人
で
組
織
す
る
「
東
京

益
田
会
」
の
メ
ン
バ
ー
や
同
協

会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
方
な
ど
、

41
人
。「
益
田
会
」
の
会
長
を

務
め
る
元
東
京
地
検
特
捜
部
長

で
弁
護
士
の
熊
崎
勝
彦
さ
ん
ら

が
委
嘱
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
　
【
企
画
部
・
秘
書
広
報
課
】

41
人
を「
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
」に

下
呂
温
泉
関
東
地
区
観
光
客
誘
致
会
議
で

委嘱状を受け取る熊崎勝彦さん（左） 9月 11 日に行われた山之口区・尾崎１区対象の説明会

　小坂振興事務所庁舎３階の旧議場スペ
ースに、小坂町出身で大阪在住の戸谷晴
治さんから寄贈いただいた刀剣や中国陶
器などの美術品を収め、11 月より「小
坂美術品展示館」として、約 100 平方
㍍の広さに美術品を展示公開します。
　毎日 9時～ 16時、無料で入場できま
す（休館日などはチラシでお知らせ）。
　11 月 3 日午後 1時 30 分より、現地
で開館式を行います。
　また、隣接する小坂山村開発センター
にあった図書室を、庁舎２階に移設。約
6,000 冊の蔵書が、以前よりゆったりと
見られる環境となり、教育室と隣り合う
ため安全性も向上しました。（開館時間
－平日 8:30 ～ 17:15）
　　　　　　【教育委員会・小坂教育室】

図書室も庁舎内に移設

展示館に並ぶ美術品

小坂振興事務所庁舎に美術品展示館

移設された図書室

市政ニュース市政ニュース
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10
月
１
日
、馬
瀬
西
村
の「
美

輝
の
里
」
周
辺
に
お
い
て
、
下

呂
市
消
防
協
会
主
催
に
よ
る
市

街
地
防
御
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

消
防
団
員
や
消
防
署
職
員
ら

約
１
５
０
人
が
参
加
。
同
施
設

付
近
の
草
む
ら
か
ら
出
火
し
た

想
定
の
下
、
施
設
職
員
が
初
期

消
火
訓
練
を
行
い
、
市
消
防
本

部
に
通
報
し
ま
し
た
。
駆
け
つ

け
た
馬
瀬
方
面
隊
の
消
防
団
員

な
ど
が
、
実
際
に
送
水
。
４
台

の
ポ
ン
プ
車
で
約
６
０
０
㍍
を

中
継
し
て
送
水
す
る
連
携
訓
練

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
会
場
を
移
し
、

憩
い
の
広
場
で
幹
部
科
講
習
、

総
島
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ら
っ

ぱ
科
講
習
を
実
施
。
団
員
約

１
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
【
消
防
本
部
・
消
防
総
務
課
】

馬
瀬
で
市
街
地
防
御
訓
練
実
施

消
防
団
員
ら
１
５
０
人
参
加

　

10
月
15
日
、
星
雲
会
館
で
、

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
児
童
図
書

「
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
」
の
翻

訳
者
・
み
ら
い
な
な
さ
ん
に
よ

る
朗
読
と
、
出
版
元
の
「
童
話

屋
」
社
長
の
田
中
和
雄
さ
ん
に

よ
る
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

み
ら
い
さ
ん
は
「
葉
っ
ぱ

の̶

」
ほ
か
３
冊
を
朗
読
。
約

70
人
の
入
場
者
が
聞
き
入
り
ま

し
た
。
朗
読
会
の
前
に
は
、
田

中
社
長
か
ら
「
第
57

回
全
国
植
樹
祭
」
の

開
催
を
記
念
し
て
、

市
に
児
童
図
書
約

３
千
冊
を
寄
贈
す
る

目
録
が
山
田
市
長
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。
市
で

は
今
後
、
市
内
の
各
図
書

館
（
室
）
に
「
森
の
子
ど
も
図

書
館
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、

贈
ら
れ
た
図
書
の
利
用
を
呼
び

か
け
て
い
き
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
】

『
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
』
朗
読
会
で

児
童
図
書
３
千
冊
を
寄
贈

出火想定場所付近での訓練の様子

　10 月 3 日、萩原南保育園の新しい園舎（萩原町
萩原）のしゅん工式を行い、関係者ら約 150 人が出
席しました。市長らと園児が並んでテープカット（左
上写真）。引き続き真新しい遊戯室で式典が行われ、
萩原南と西上田の両保育園の園児約 50人が、「まっ
かな秋」と「めざせゴール」の 2曲を元気な声で合
唱し（左下写真）、完成を祝いました。
　市長は「地元の木材をふんだんに使って、木の香
りと温もりのある素晴らしい園舎ができました」と
あいさつし、新園舎に期待を寄せました。
　10 月 10 日からは新園舎への通園が開始。来年 4
月からは西上田保育園と統合し、市で初となる公設
民営の保育園が本格的にスタートします。
　　　　　　　　　　　【教育委員会・子育て支援課】

南保育園の新園舎が完成

園児たちが合唱でお祝い

スライドをバックに朗読するみらいさん
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10
月
15
日
、
市
民
登
山
を
開

催
し
、
参
加
者
が
旧
萩
原
町
と

旧
宮
村
の
境
に
位
置
す
る
川
上

岳
（
標
高
１
６
２
５
㍍
）
山
頂

を
目
指
し
ま
し
た
（
写
真
）。

　

参
加
し
た
の
は
、
小
学
２
年

生
か
ら
75
歳
ま
で
の
63
人
。
市

体
育
指
導
員
ら
29
人
が
サ
ポ
ー

ト
役
と
し
て
、
５
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
た
参
加
者
に
付
き
添
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
秋
の
高
い
青
空
が
広

が
る
絶
好
の
登
山
日
和
と
な

り
、
参
加
者
は
片
道
約
３
時
間

を
か
け
て
、
無
事
全
員
が
山
頂

に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　

山
頂
で
は
御
嶽
や
北
ア
ル
プ

ス
の
山
並
み
と
、
色
づ
き
始
め

た
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
、
持
参

し
た
お
弁
当
で
昼
食
。
秋
の
一

日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

【
教
育
委
員
会
・
ス
ポ
ー
ツ
課
】

市
民
登
山
に
63
人
が
参
加　

無
事
全
員
が
登
頂

絶
好
の
登
山
日
和
に
恵
ま
れ
て

　

市
で
は
、
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
市
職
員
に
よ
る
「
出
前

講
座
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
20
日
に
は
、
来
年
度
か

ら
建
設
を
計
画
し
て
い
る
南
飛

騨
総
合
健
康
ア
リ
ー
ナ（
仮
称
）

に
関
心
を
寄
せ
る
女
性
の
皆
さ

ん
ら
12
人
が
下
呂
市
民
会
館
に

集
ま
り
、
市
職
員
か
ら
ア
リ
ー

ナ
の
建
設
目
的
や
設
計
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
市
民
に

と
っ
て
使
い
や
す
い
施
設
に
し

て
ほ
し
い
」、「
設
計
は
も
う
変

更
で
き
な
い
の
か
」
な
ど
の
質

問
が
出
さ
れ
、
情
報
を
発
信
す

る
こ
と
（
市
）
や
積
極
的
に
情

報
収
集
し
て
い
く
こ
と（
市
民
）

の
大
切
さ
を
感
じ
る
有
意
義
な

講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
【
企
画
部
・
秘
書
広
報
課
】

職
員
に
よ
る
出
前
講
座
を
開
催
中

グ
ル
ー
プ
の
勉
強
会
な
ど
に

アリーナ計画について職員から説明を受ける市民

☆優勝

「きのこでヘルシー
　飛騨牛ロール」

－材料（２人分）－
飛騨牛 170g、ブナシメジ 1/2
パック、エリンギ 1本、ミニ
トマト 4個、サラダホウレン
ソウ 1袋、ニンニク 1片、酒
大さじ 2、砂糖大さじ 1、しょ
うゆ大さじ 1

－作り方－

① ブナシメジ、エリンギを粗みじん切りに

　 する

② フライパンにオイルを引き、ニンニクの

　 香りをうつす

③ ②が温まったところで①を塩、コショウ

 　でいため、冷ましておく

④ 飛騨牛を広げ、塩、コショウをし、③を

　 載せて巻き、小麦粉、片栗粉をまぶす

⑤ 酒、砂糖、しょうゆをフライパンで沸騰

 　させる

⑥ の中へ④を入れて焼く

⑦ ミニトマト、サラダホウレンソウととも

　 に盛り付ける

　　　　　　作者・馬渕亜希さん（本巣市）

第 58回県体育大会
（9月 24 日、飛騨川公園ほか）

【グラウンド・ゴルフ競技】
優勝̶下呂市チーム
　監督・高橋久郎
　選手・三浦幹、今村久雄
　　　　永島勝、二村久弥、
　　　　金子周三、山下君子

県中学生陸上競技大会
（9月 30 日、岐阜市）

【男子・1年走り高跳び】
優勝̶倉田絢矢（小坂中）

　　　　　　　　　敬称略
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　飼育技術の向上を目指し、繁殖用の雌牛を審査する

「第３回下呂市和牛共進会」が10月６日、萩原町羽根

の畜産センターで開かれました。

　市内の農家、生産組合の54頭が出品されました。

主な成績はつぎのとおり。◇育成第１部①熊崎孝之（萩原町尾崎

２）②熊崎大治（萩原町野上）③細江恵二（門和佐）◇育成第２

部①谷口正之（萩原町山之口）②熊崎陽輔（萩原町上上呂）③高

橋均（萩原町野上）◇経産部①高橋均（萩原町野上）②熊崎陽輔（萩

原町上上呂）③飛騨萩原牛生産組合（萩原町尾崎１）　  敬称略　

地元ミュージシャン集結

　来春に統合を控えた西上田保育園と山之口

保育園で９月 30 日、最後の運動会が開かれ、

それぞれの区民が大勢参加しました。

　子どもたちの思い出に残る運動会にしよう

と、保護者らが奮闘。山之口保育園では、父

親がヒーローを演じるコントも行われ、「知ら

ない所でも、勇気をもって進むんだ」と園児

にエールを送りました。

自慢の美牛、競う

　市内のアマチュアバンドや市民吹奏楽団などの

音楽団体が集い、幅広い音楽を楽しむ「金山いき

いきミュージックジャンボリー 2006」が 10 月

２日、金山のリバーサイドスポーツセンターで開

かれました。

　コンサートには、地元白龍太鼓や金山中吹奏学

部など県内の 12団体が出演。約 500 人の来場者

は、約５時間にわたり生演奏を楽しみました。

忘れられない運動会に

「リスト」の音色にうっとり
　旧萩原町と親交のあったハンガリーの名門音楽

大「リスト音楽院」にちなんだコンサートが 10

月 12 日、星雲会館で開かれました。

　同音楽院を卒業した若手チェリストのオンツァ

イ・ゾルダンさん、父親が萩原町出身のピアニス

ト和田さやかさんが出演。クラシックファン約

250 人を魅了しました。

息の合った演奏を披露するオンツァイさんと和田さん

ベンチャーズの曲を奏でた地元バンド「オルケスタ・バンダナ」

子どもを励まし、立ち去る保護者演じるヒーロー子どもを励まし、立ち去る保護者演じるヒーロー
　　　　　　　　　　　　　【山之口保育園にて】　　　　　　　　　　　　　【山之口保育園にて】

名誉賞に輝いた名誉賞に輝いた育成第１部熊崎孝之さんの「はるみ号」「はるみ号」
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　「第13回力持ち小太郎杯アームレスリン

グ大会」が10月15日、小坂スポーツランド

で開かれ、県内外から腕自慢200人が参加

し、熱戦を展開しました。

主な成績はつぎのとおり（下呂市関係分）

◇小学女子②下野真依（小坂町落合）③熊沢遙（小

坂町湯屋）◇一般女子③三輪恵美（小坂町無数原）

◇男子団体②上田実（小坂町大島）ほか２名◇女子

団体②森下裕子（小坂町落合）ほか２名③江原由佳

（小坂町湯屋）､金子美和（萩原町上呂）､荒井里奈（小

坂町小坂町）　　　　　　　　　　　　　　敬称略

昔の遊びって楽しいな

　 10 月 1日、あさぎりスポーツ公園、萩原

南中学校を会場に、下呂市総合型地域スポー

ツクラブ連絡会の主催による「スポーツゲー

ムズ in 下呂」が開催され、約 540 人の小中

学生が参加しました。

　全日本男子バレーボールの監督を務めた田

中幹保さんを始めとする一流の講師陣の指導

の下、子どもたちがバレーボールやサッカー、

ハンドボールなどを練習。スポーツの楽しさ

を実感しました。

掘り出し物ないかな～

元全日本バレーのエースアタッカー田中幹保さんから元全日本バレーのエースアタッカー田中幹保さんから

基本を学ぶ児童ら基本を学ぶ児童ら

“力持ち小太郎”は誰に

一流選手から、基礎学ぶ

　湯之島のYY（ワイ

ワイ）広場で10月15

日、フリーマーケット

が開かれ、市民や観光

客でにぎわいました。

　地元をはじめ、関市

や瑞浪市などからの

36店舗が会場いっぱ

いに店を並べ、衣類や

日曜雑貨、おもちゃな

どを販売しました。

　市民や観光客が、値

段を交渉しながら、お

目当ての品を手に入れ

ていました。

お年寄りのハーモニカの演奏に合わせ、参加者と児童

が「ウサギとカメ」「春がきた」などの唱歌を歌いました。が「ウサギとカメ」「春がきた」などの唱歌を歌いました。

　月に１度、東上田地域のお年寄りが集う「ふれ

あいサロン」が 10 月 17 日、東上田公民館で開

かれ 30人が参加しました。

 今回は下呂小２年生児童 77名が訪問。歌の発表

に続き、お年寄りたちからは昔の遊びや昔の出来

事などのお話しを聞き、交流を深めました。
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◆始皇帝　　　　               塚本青史

◆信長の棺　　    　 　   　 加藤   廣

◆底なし沼                        新堂冬樹

◆風林火山　      　            井上   靖

◆静寂の子　           　　      谷村志穂

◆名もなき毒                  宮部みゆき

◆イギリス人の格   　　   　井形慶子

◆異常気象の正体  ジョン・D・コックス

◆花の季節ノート               倉嶋厚・文

◆若者殺しの時代                堀井憲一郎

◆下北サンデーズ    　        石田衣良

◆安徳天皇漂海記            宇月原晴明

◆岐阜県の歴史散歩   岐阜県高等学校教育研究会・編

◆９条どうでしょう　      内田樹ほか

◆夜のジンファンデル   　   篠田節子

◆女帝わが名は則天武后         山  颯

◆ゆったり鉄道の旅１～ 10  山と溪谷社・編

◆時の墓碑銘（エピタフ）    小池民男

◆風の墓碑銘      　　         乃南アサ

◆八月の路上に捨てる     　伊藤たかみ

◆風の影㊤㊦（文庫） カルロス・ルイス・サフォン

◆社員が進んで働くしくみ   桑原講司

◆地震のすべてがわかる本  成美堂・編

◆子どもたちに語るこれからの地球  日高敏隆

◆医者代クスリ代が半分になる方法  水口錠二

◆オール１の落ちこぼれ、教師になる  宮本延春

◆女を幸せにしない「男女共同参画社会」     

                                           山下悦子

◆三谷幸喜のありふれた生活⑤有頂天時代 

                                             三谷幸喜

◆さつよ媼
おばば

おらの一生貧乏と辛抱石川純子

◆家庭でできる食品添加物・農薬を落とす方法

                                                                             増尾  清  

問い合わせ先 はぎわら図書館 ☎52-4800 小坂図書室 ☎62-3366  

　　　　　　　　下呂市図書室　 ☎25-2489　　金山図書室 ☎32-2449

 馬瀬図書室　　 ☎47-2111

１１月の絵本の読み聞かせ

11月11日(土) 14：00 ～ (星雲会館３階ロビー )

11月25日(土) 10：00 ～ (小坂山村開発ｾﾝﾀｰ)

11月25日(土) 14：00 ～ (下呂中央児童館)

今月
の
一冊

『がんばる！
  たまごにいちゃん』　　　
　　　       　あきやまただし　著

おおきくなるってたいへん！なか

なかたまごのからを割れないたま

ごにいちゃんが勇ましく成長しま

した。でもある日、たまごのころ

が懐かしくなって･･･。子どもの複

雑な心をユーモラスに描いたえほ

んです。

主な新着図書

～１１月９日は「119番の日」～

サイレン吹鳴にご理解を

   

市
内
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
は
、
下
呂
市
消
防

本
部
（
指
令
室
）
で
受
付
け
ま
す
。

　

指
令
室
で
は
、
災
害
場
所
、
種
類
、
程
度
等
に

よ
り
、
各
消
防
署
の
車
両
を
出
動
さ
せ
て
、
対
応

し
ま
す
。　

　

１
１
９
番
通
報
に
は
、
電
話
の
ほ
か
、
火
災
通

報
装
置
な
ど
に
よ
り
自
動
的
に
火
災
を
通
報
す
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
な
か
に
は
、
い
た
ず
ら
の
通

報
も
あ
り
、
い
ず
れ
の
場
合
も
本
当
の
火
災
と
し

て
対
応
し
、
消
防
車
両
を
出
動
さ
せ
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
１
分
、
１
秒
が
、
生
死
を
左
右
す
る

こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

下
呂
市
で
は
、
旧
町
村
に
あ
っ
た
各
消
防
団
を

一
つ
の
消
防
団
に
統
合
し
、
大
き
な
災
害
に
も
対

応
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
火
災
時
に
は
消

防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
団
が
出
動
す
る
た
め
、

火
災
の
通
報
が
あ
れ
ば
昼
夜
を
問
わ
ず
市
内
一
斉

に
招
集
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

８
月
、
消
防
団
招
集

の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
し

た
と
こ
ろ
、
１
件
は
、

体
育
館
で
火
災
警
報
器

に
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
た

た
め
の
誤
通
知
。
１
件

は
、
い
た
ず
ら
電
話
に

よ
る
も
の
で
し
た
。

他の新着図書は、各図書室の新着リスト
をご覧ください。
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御
嶽
の
紅
葉

̶

心
の
カ
メ
ラ̶

　

御
嶽
の
八
合
目
か
ら
上
部

は
、
実
に
美
し
く
紅
葉
し
て

い
て
、
ま
る
で
万
華
鏡
の
よ

う
で
あ
っ
た
。
赤
、
黄
、
朱
、

黄
緑
、
本
当
に
色
と
り
ど
り

で
派
手
や
か
で
あ
る
。
一
本

一
本
の
木
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

そ
の
一
枚
の
葉
の
中
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
色
が
あ
る
。
赤
と

黄
色
の
間
に
も
無
限
の
数
の

色
が
あ
り
、
一
言
で
何
色
な

ん
て
言
え
な
い
の
だ
。
日
本

人
の
色
彩
感
覚
は
他
国
よ
り

優
れ
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
が
、
こ
の
紅
葉
を
眺

め
て
い
る
と
う
な
ず
け
る
。

僕
は
目
に
映
る
す
べ
て
の
も

の
か
ら
秋
を
感
じ
、
御
嶽
の

紅
葉
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ

て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

山
を
歩
く
と

き
、
僕
は
い
つ

も
カ
メ
ラ
を
持

ち
、
美
し
い
景

色
を
見
つ
け
て

は
写
真
を
撮
る
。

し
か
し
、
今
日

ば
か
り
は
、
目

の
前
に
広
が
る

こ
の
す
ば
ら
し

い
紅
葉
の
景
色

に
、
だ
ん
だ
ん
と
写
真
を
撮

る
の
が
ば
か
ら
し
く
な
っ
て

き
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
カ
メ

ラ
を
の
ぞ
い
て
見
る
よ
り
、

自
分
の
目
で
そ
の
ま
ま
の
景

色
を
見
て
、
心
か
ら
自
然
を

感
じ
る
こ
と
。
そ
れ
が
一
番

大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
か
。

　

数
日
後
、
雨
混
じ
り
の
冷

た
い
風
が
山
に
吹
き
荒
れ
、

あ
く
る
朝
、
御
嶽
は
初
冠
雪

を
記
録
し
た
。
同
時
に
あ
の

見
事
だ
っ
た
紅
葉
の
世
界
は

ま
る
で
嘘
の
よ
う
に
一
瞬
に

し
て
去
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
僕
の
心
に
は
ま
だ
、

あ
の
鮮
烈
な
紅
葉
の
色
彩
が

焼
き
付
い
て
い
た
…
。

　
　

 （
写
真
・
文 

市
川
典
司
）

御嶽五の池小屋：℡ 090-7612-2458（業務専用）　http://www.gonoike.com

大前　光
こういち

一さん
（26歳・大阪市［萩原町羽根出身］）

交通事故で左足を失いながらもダン

サーとして、がんばり続ける大前光

一さんを紹介します。

プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
目
指
し
て
、

大
阪
の
芸
大
に
進
み
バ
レ
エ
、
ダ

ン
ス
を
学
ん
だ
光
一
さ
ん
。

新
進
気
鋭
の
ダ
ン
サ
ー
と
し

て
、
ダ
ン
ス
で
生
計
が
立
て
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
上
昇
気
流
に
乗

ろ
う
と
す
る
矢
先
の
平
成
15
年

秋
、
交
通
事
故
に
遭
い
、
左
足
の

膝ひ
ざ

か
ら
下
を
失
い
ま
し
た
。

失
意
の
ど
ん
底
の
な
か
で
、
日

本
の
ト
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
金
森
穣じ
ょ
うさ

ん
か
ら
、「
義
足
だ
か
ら
、
踊
れ

な
い
の
か
？　

そ
れ
は
言
い
訳
だ

よ
ね
」
と
叱し
っ
た咤

激
励
さ
れ
、
苦
し

い
リ
ハ
ビ
リ
を
乗
り
越
え
、
プ
ロ

の
ダ
ン
サ
ー
目
指
し
て
、
努
力
を

続
け
て
い
ま
す
。

劇
団
な
ど
で
、
ダ
ン
ス
の
指
導

を
手
伝
う
こ
と
も
あ
る
光
一
さ

ん
、
手
本
を
見
せ
る
こ
と
一
つ

と
っ
て
も
、
今
は
と
て
も
大
変
。

し
か
し
、
体
の
ど
こ
を
ど
う
使
っ

た
ら
よ
い
か
、
団
員
に
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
た
め
に
、
義
足
で
ど

う
表
現
し
て
い
く
か
、
以
前
よ
り

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
（
創
造
的
）
な

作
業
が
増
え
た
今
、
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
る
と
。
人
に
教
え
た

り
、
一
流
の
中
で
踊
る
に
は
、
自

分
に
強
さ
と
自
信
が
必
要
と
い
い

ま
す
。

義
足
で
歩
く
だ
け
で
も
痛
み
が

伴
う
も
の
を
、
飛
ん
だ
り
、
何
回
転

も
の
タ
ー
ン
を
や
っ
て
の
け
る
に

は
相
当
な
痛
み
が
あ
る
は
ず
で
す
。

一
流
の
世
界
を
垣
間
見
た
光
一

さ
ん
か
ら
は
、
甘
い
言
葉
は
で
て

き
ま
せ
ん
。
い
つ
か
、「
義
足
の

ダ
ン
サ
ー
」
と
い
う
肩
書
き
で
な

く
「
人
間
的
に
魅
力
あ
る
人
に
な

り
た
い
」。「
自
分
を
磨
き
、
輝
か

せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
は
そ

れ
を
認
め
て
く
れ
る
は
ず
」。
い

つ
か
金
森
さ
ん
率
い
る
『
ダ
ン
ス

カ
ン
パ
ニ
ー
Ｎ丿

イ

ズ

ム

ｏ
ｉ
ｓ
ｍ
』
に
入

団
す
る
の
が
夢
と
話
し
ま
す
。

今年８月、金山サニーランドで劇団夢サーカスとともに
踊った光一さん。（中央）
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　  １1月の時報　　　朝　野菊　　昼　もみじ　　夕　旅愁

年
１
月
９
日

資
格　

平
成
19
年
４
月
１
日
現

在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

で
、
中
学
卒
業
者
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
者
試
験

日　

平
成
19
年
１
月
13
日

試
験
会
場　

航
空
自
衛
隊
岐
阜
基

地
（
各
務
原
市
）

合
格
発
表　

平
成
19
年
１
月
22
日

問
合
先　

自
衛
隊
・
岐
阜
地
方
協

今
年
度
自
衛
隊
生
徒
を

募
集　

11
月
１
日
よ
り

防
衛
庁
自
衛
隊
で
は
、「
平
成

18
年
度
自
衛
隊
生
徒
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

受
付
期
間　

11
月
１
日
〜
平
成
19

力
本
部
高
山
出
張
所
（
高
山
市
花

岡
町
）

☎
０
５
７
７
・
32
・
３
０
２
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.g
ifu.

plo.jda
.g
o.jp

市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

○
公
営
住
宅
味
屋
第
２
団
地

　

３
号
、
４
号

小
坂
町
長
瀬
１
５
３
番
地
１

木
造
２
階
建
（
昭
和
57
年
度
建

設
）、
３
Ｋ
、
住
宅
使
用
料
・

１
１
６
０
０
円
〜
１
９
２
０
０
円

○
公
営
住
宅
中
切
団
地
１
号

馬
瀬
中
切
５
１
７
番
地
３

木
造
平
屋
建
（
平
成
４
年
度
建

設
）、
３
Ｄ
Ｋ
、
住
宅
使
用
料
・

１
３
８
０
０
円
〜
２
２
９
０
０
円

○
公
営
住
宅
森
住
宅

　

Ｃ
棟
４
０
５
号

森
１
５
３
９
番
地
１

中
層
耐
火
４
階
建
（
平
成
４
年
度

建
設
）、
２
Ｋ
、
住
宅
使
用
料
・

１
２
５
０
０
円
〜
２
０
８
０
０
円

入
居
資
格　

税
金
の
滞
納
が
な
い

こ
と
。住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

月
額
の
所
得
に
つ
い
て
の
資
格
も

あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限　

11
月
24
日

申
込
・
問
合
先　

建
設
部
建
設
課

☎
52
・
２
０
０
０

農用地区域からの
除外申請の受付は
11月 30 日まで
　農地は、私たちの財産として、いろいろ
な保護や制約を受けており、たとえ自分の
土地でも農地を他の目的に転用する場合に
は、所定の手続きが必要です。許可無く転
用すると、法により処罰されます。
　まず初めに、農用地区域から除外しなけ
ればなりません。

●除外地申請受付締切
　11月 30日（期限厳守）
●問合せ・申請書提出先
　農林部　農務課（☎ 52-2000・内線 413）
　または各振興事務所振興課

農
振
除
外
手
続
き

①農振除外申請
（申請用紙は左記の問
合先にあります）
　　　↓
②市役所受付
　　　↓
③農振協議会協議
　　　↓
④県の現地調査
　　　↓
⑤認可通知
（申請から認可までに
約12カ月かかります）

転
用
手
続
き

登
記
手
続
き

⑥農地転用申請
　　　↓
⑦農業委員会協議
　　　↓
⑧県協議・許可
（申請から許可までに
約 2カ月かかります）

⑨宅地造成
　　　↓
⑩登記申請
　　　↓
⑪登記完了

農振除外から登記までの流れ
農地から宅地に変更したい場合

平成19年下呂市成人式

■平成 19年 1月 6日 ( 土 )　
　小坂地域　小坂山村開発センター　
　下呂地域　ＪＡひだ下呂エーピク
　馬瀬地域　馬瀬中央公民館　

■平成 19 年 1 月 7日 ( 日 )　　　　　
　萩原地域　星雲会館　　　　　
　金山地域　金山市民会館　
　
※開式時間は、いずれも 13 時 30 分です。
　対象は、昭和 61 年 4 月 2 日～昭和 62 
年 4 月 1日生まれの方です。下呂市に住
民票がない方で、下呂市で成人式を迎え
たい方は、各教育室にお申し出ください。

＜問合先＞
　教育委員会　社会教育課　☎ 52・2900
　または各教育室へ
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１１月１日（水）
下呂温泉合掌村11月公演「美
波劇団　美波大吉一座」29
日まで。10 時～、14 時～の
2回公演。　☎ 25-2239

１１月５日（日）
「秋のふるさとまつり」9 時
30 分～、馬瀬振興事務所周
辺で。バザー、演芸発表など。
　馬瀬市民生活課

１１月１１日（土）
「市科学作品展」金山市民会
館で。17 日まで。以降市内
を巡回。

１１月１２日（日）
竹原文化交流会主催「林峰男
チェロリサイタル」13 時～、
鳳凰座で。入場料 2,000 円。
歌舞伎の披露も。　☎ 26・
3228（歌舞伎茶屋）

１１月１２日（日）
「中部北陸実業団対抗駅伝競
争大会」9 時～。金山振興事
務所前―馬瀬数河の 7 区間
83km。

１１月１２日（日）
県剣道連盟下呂支部主催「市
少年剣道大会」9 時～、あさ
ぎり体育館で。

１１月１６日（木）
「市中学校音楽会」13 時～、
水明館で。　市学校教育会☎
52・2980

１１月１７日（金）
「市小学校音楽会」9時～、金
山リバーサイドスポーツセン
ターで。　上記と同じ

１１月１８日（土）
下呂サイエンスの会主催
「2006 わくわく親子科学体験
教室」9 時～、萩原小で。　
教育委員会社会教育課

１１月１８日（土）
下呂ふるさと文化財団主催
「ふるさと講座」13 時 30 分
～、下呂市民会館で。講演「四
代にわたる北海道開拓、武川
久兵衛の生き方」。入場無料。
　☎ 25-2252

問

問

（次ページへつづく）

飛騨伝統芸能まつり
2006

■ 12 月 3日 ( 日 )
　開場 13:00　開演 13:30
■飛騨・世界生活文化センター

■下呂市からは小坂獅子舞保
　存会（下写真）が出演

■ゲスト出演：御陣乗太鼓保
　存会（石川県輪島市）、鼓
　楽熟（福岡県飯塚市）

※入場無料（整理券不要）

飛騨地域活性化推進協議会
☎ 0577-37-6117

仕
事
を
お
探
し
の
皆
様
へ

就
職
面
談
会
を
開
催

求
人
企
業
の
担
当
者
と
、
直
接

話
が
出
来
ま
す
。入
場
は
無
料
で
、

入
退
場
も
自
由
。
40
社
程
度
の
企

業
が
参
加
し
、
職
業
相
談
、
雇
用

保
険
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
８
日　

13
時
30
分
〜

15
時
30
分

場
所　

高
山
市
民
文
化
会
館

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
山

☎
０
５
７
７
・
32
・
１
１
４
４

11
月
か
ら
販
売
を
開
始

情
報
満
載
の
県
民
手
帳

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
が
つ

ま
っ
た
「
平
成
19
年
版
岐
阜
県
民

手
帳
」を
販
売
し
ま
す
。
色
は
紺
、

エ
ン
ジ
、
グ
レ
ー
、
サ
ッ
ク
ス
ブ

ル
ー
（
淡
水
色
）
の
４
色
。
購
入

を
ご
希
望
の
方
は
、
お
近
く
の
市

役
所
や
各
振
興
事
務
所
の
窓
口

で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

価
格　

４
８
０
円
（
お
つ
り
の
要

ら
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
）

販
売
時
期　

11
月
１
日
か
ら
開

始
の
予
定

※
な
お
、
下
呂
総
合
庁
舎
（
萩
原

町
羽
根
）
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

問
合
先　

企
画
部
総
合
政
策
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
２
５
２
）

ご
み
の
搬
入
受
付
時
間
が

延
長
さ
れ
ま
し
た  

下
呂
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
ご
み
搬
入
受
付
時
間
が
、
次
の

よ
う
に
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
12
時
、

13
時
〜
16
時（
従
来
は
15
時
ま
で
）

＊
ご
み
の
分
別
収
集
に
引
き
続
き

ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

＊
ま
た
、
毎
月
第
２
土
曜
日
は
次

の
施
設
で
休
日
受
付
を
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
下
呂
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
小
川
）

８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

●
北
部
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
小
坂

町
坂
下
）
９
時
〜
11
時
30
分

●
南
部
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
金
山

町
金
山
）
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

時
間
外
や
休
日
に
も

住
民
票
な
ど
を
受
け
取
れ
ま
す

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、

税
証
明
な
ど
が
、
市
役
所
の
業
務

時
間
内
に
電
話
予
約
す
る
こ
と
に

よ
り
、
時
間
外
や
休
日
に
受
け
取

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

問
合
先 　

市
民
部

☎
24
・
２
２
２
２　

市
民
課
（
内

線
１
１
３
）、
税
務
課
（
内
線

１
４
１
）

2007

GIFU

問

問

問

問

　 御嶽少年自然の家イベント案内
　小学生以上の子とその家族、または一般の２人以上
のグループで。イベント名、郵便番号・住所・氏名・
年令・電話番号を明記の上、はがき、FAX、またはＥメー
ルでお申し込みください。

■クリスマスリース＆初すべりＩＮチャオ
　日　時：12 月 16 日（土）、17 日（日）
　申込期間：11 月 13 日～ 12 月 1日
　参加費：2,000 円（1泊 2食・リフト代別）

　※夜間に、凍るシャボン玉・かまくらティー
　　タイム・星空観察などを行います。

〒 509-3111　小坂町落合 ｢御嶽少年自然の家 ｣
☎ 62-3655　FAX 62-3659　　　c27216@pref.gifu.lg.jp
ホームページ　http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s27216/
　　　　　index.htm　
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１１月１８日（土）
「南ひだ少年少女合唱団定期
演奏会」18 時 30 分～、星雲
会館で。　☎ 52-3820（桂川）

１１月１９日（日）
「飛騨駅伝大会」9 時 20 分～。
小坂振興事務所前―少ヶ野の
男子 6 区間 26.4km、女子 5
区間 18.3km。

１１月２２日（水）
「温泉寺紅葉ライトアップ」
日没～ 21 時、同寺で。26 日
まで。　☎ 25-2465

１１月２５日（土）
中部奇術連合会主催「国際マ
ジックフェスティバル in 下呂」12
時～、水明館で。翌 26 日も
9時から。　☎052-322-7621

１１月２６日（日）
「小学生マジック教室」10 時
～、下呂市民会館で。上記「国
際マジック―」参加者が小学
生を対象に。材料費 500 円。
問教育委員会社会教育課

１１月２６日（日）
「益田駅伝大会」9 時～。小
坂振興事務所前―少ヶ野の 6
区間 22.8km。 問市体育協会
☎ 52-2900

１１月２６日（日）
「岐阜県獅子芝居公演」9 時
30 ～、星雲会館で。小坂町
の金蔵獅子をはじめ県内の獅
子芝居保存会 6団体が出演。
問小坂教育室

１２月２日（土）
「市科学作品展」馬瀬中央公
民館で。8日まで。

１２月２日（土）
「下呂温泉花火ミュージカル
冬公演」20 時～、下呂大橋
上流で。9日、16 日、23 日も。
問観光商工部観光課

１２月３日（日）
「おさかっ子フェスティバル」
13 時 30 分～、淑徳学園飛騨
林間学舎で。ダンスやコーラ
スなど。問小坂子育て支援セ
ンター☎ 62-5038

問

問

金
山
町
子
育
て
支
援
拠
点
施
設

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
通
常
開
館
日　

月
〜
金

　

10
時
〜
12
時　

祝
日
は
休
み

■
み
ん
な
で
作
ろ
う
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

11
月
21
日
〜
30
日　

10
時
30
分
〜

問
合
先　

金
山
町
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ

ほ
え
み
家
族
」

☎
０
９
０
・
２
６
８
１
・
８
２
９
０（
亀
山
）

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

「
ほ
ほ
え
み
家
族
」
か
ら

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
お
知
ら
せ

【
日
時
】
11
月
26
日
（
日
）
10
時
〜

【
場
所
】
下
原
公
民
館
ホ
ー
ル

【
内
容
】
絵
本
作
家
・
高
畠
純
さ
ん
を
お

招
き
し
て
、「
親
子
で
楽
し
む
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

【
対
象
】
保
育
園
年
少
か
ら
小
学
校
低
学

年
の
親
子

【
参
加
料
】
１
家
族　

１
０
０
０
円
（
先

着
30
組
ま
で
）

【
申
込
】
ほ
ほ
え
み
家
族
・
細
江
（
☎

０
９
０
・
２
３
４
６
・
２
４
２
２
）
ま
で
、

11
月
20
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

「
い
い
歯
の
日
」
に

歯
の
健
康
を
考
え
ま
し
ょ
う

11
月
８
日
は
「
い
い
歯
の
日
」

で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
歯
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。（
主
催
・
市
口
腔
保

健
協
議
会
）

「
ひ
ろ
が
る
・
つ
な
が
る
・
ふ
か

め
あ
う　

歯
の
健
康
づ
く
り
」

講
師　

石
黒
幸
司
先
生
（
恵
那
市

国
保
上
矢
作
歯
科
診
療
所
）

■今月の市税■
☆固定資産税　………第４期分

☆国民健康保険税　…１１月分
●納期限は11月 30日です。

下呂市と岐阜県は、県税･市税の徴収強化
策として、共同徴収を連携して実施して
いきます。

日
時　

11
月
８
日　

19
時
〜

場
所　

星
雲
会
館

問
合
先　

健
康
福
祉
部
健
康
課

☎
52
・
３
９
３
６
（
内
線
６
２
５
）

森
林
を
伐
採
す
る
と
き
に
は

届
出
や
許
可
が
必
要
で
す

　

た
と
え
自
分
の
山
で
も
、
森
林

を
伐
採
す
る
と
き
は
、
届
出
や
許

可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

伐
採
す
る
前
に
必
ず
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

農
林
部
林
務
課

☎
52
・
３
９
３
６
（
内
線
４
２
４
）

下
呂
農
山
村
整
備
事
務
所

☎
52
・
３
９
３
６

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
の

提
出
を
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
及
び
共

済
組
合
な
ど
の
老
齢
年
金
や
退
職

年
金
は
、
所
得
税
法
に
よ
り
「
雑

所
得
」
と
し
て
課
税
対
象
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
年
金
に
か
か
る
税
金

届
い
た
ら
、
提
出
期
限
（
12
月
上

旬
）
ま
で
に
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
前
年

の
申
告
内
容
に
変
更
の
な
い
方
も

提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
さ
れ
な
い
と
、
所
得
税
の

源
泉
徴
収
額
が
多
く
な
り
ま
す
。

問
合
先　

市
民
部
市
民
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
１
８
）

11
月
23
日
の
勤
労
感
謝
の
日
に

全
国
一
斉
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

厚
生
労
働
省
は
、
11
月
を
「
賃

金
不
払
残
業
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

月
間
」
と
し
て
、
賃
金
不
払
残
業

の
解
消
な
ど
を
目
的
に
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
労
働
局
職

員
が
対
応
す
る
全
国
一
斉
無
料
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
を
、
次
の
と
お
り
設

置
し
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日　

９
時
〜
17
時

☎
０
１
２
０
・
７
９
３
・
２
８
３

岐
阜
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

（
所
得
税
）
は
、
年
金
を
支
払
う

際
に
源
泉
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
各
種
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

所
得
税
の
各
種
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、「
扶
養
親
族
等
申
告

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

社
会
保
険
庁
は
、
毎
年
11
月
上

旬
に
「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の

扶
養
親
族
等
申
告
書
（
は
が
き
）」

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
申
告
書
が

８日　（株）ハウテック  　      11:00 ～ 13:00
　　　ショッピングセンター「ピア」　14:30 ～ 17:00
９日　小坂健康ふれあいセンター　 9:00 ～ 12:00
　　　馬瀬中央公民館　     14:00 ～ 16:00
10日　金子工業（株）本社　    9:00 ～ 12:00

　　　　　   〃　　　　　   13:00 ～ 16:00

ご協力をお願いします。

１１月の献血スケジュール

問



17 GERO 2006.11

11月の
市民サロン
　(市長と語る日)
11月の市民サロンは、
各地域で市政懇談会を
開催予定のため、お休
みします。

市政懇談会の日程
11月13日　19時～
　金山市民会館

11月17日　19時～
　小坂きこりセンター

下呂市役所
　下呂庁舎　☎24-2222
　萩原庁舎　☎52-2000
　小坂振興事務所　☎ 62-3111
　金山振興事務所　☎ 32-2201
　馬瀬振興事務所　☎ 47-2111

下呂市教育委員会
　（星雲会館内）　☎52-2900

下呂市消防本部　☎25-5119

クリーンセンター　☎ 26-3397

◇５月に開かれた第 57
回全国植樹祭。先ごろ同
実行委員会最後の総会が
開かれ、古田知事が「素
晴らしい天気と場所、皆
さんの熱意で立派な植樹
祭ができた」と述べられ
ました。下呂市にとっ
ても一世一代の大イベン
ト。皆さんのご理解や子
どもたちの活躍なくして
成功はなかったことで
しょう。市では全国植樹
祭の感動をみんなで共有
できるよう、その記録を
写真集にまとめました。
時はどんどん過ぎ去って
しまいますが、下呂市に
とっては大きな歴史の１
ページ。大成功を収めた
誇りと感動を胸に、さら
に市民協働の元気なまち
づくりに取り組まなけれ
ばなりません。（マ）

住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
制
度
が
改
正
に

住
民
基
本
台
帳
法
が
改
正
さ
れ

11
月
１
日
か
ら
営
利
目
的
の
閲
覧

が
禁
止
さ
れ
る
な
ど
、
個
人
情
報

保
護
に
配
慮
し
た
制
度
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

◆
閲
覧
で
き
る
ケ
ー
ス

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機

関
が
法
令
の
定
め
る
事
務
の
遂
行

の
た
め
閲
覧
す
る
場
合

②
次
に
掲
げ
る
閲
覧
の
申
出
が
あ

り
、
市
長
が
相
当
と
認
め
る
場
合

・
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学
術

研
究
な
ど
の
調
査
研
究
で
公
益

性
が
高
い
場
合

・
公
共
的
団
体
が
行
う
住
民
の
福

祉
向
上
に
寄
与
す
る
活
動
で
公

益
性
が
高
い
場
合

◆
罰
則
規
定
等

不
正
な
ど
に
よ
る
閲
覧
に
対
す
る

罰
則
規
定
が
強
化
さ
れ
ま
し
た

問
合
先　

市
民
部
市
民
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
１
３
）

戦
傷
病
者
の
妻
の
方
々
に

特
別
給
付
金
を
支
給

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
の
請
求
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

対
象
の
範
囲
や
給
付
額
、
請
求

手
続
き
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

請
求
期
間　

平
成
21
年
9
月
30
日

ま
で

問
合
先　

健
康
福
祉
部
福
祉
課

☎ 

52
・
３
９
３
６

ま
た
は
、
県
庁
健
康
福
祉
政
策
課

☎
０
５
８
・
２
７
２
・
３
１
１
１ 

（
内
線
２
５
５
５
）

も
め
ご
と
の
解
決
に

調
停
相
談
の
お
知
ら
せ

高
山
調
停
協
会
で
は
、
岐
阜
地

方
裁
判
所
及
び
岐
阜
家
庭
裁
判
所

の
後
援
を
得
て
、
次
の
と
お
り
調

停
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
を
受

け
る
の
は
、
民
事
・
家
事
の
も
め

ご
と
の
解
決
手
段
と
し
て
の
調
停

の
利
用
に
つ
い
て
で
、
も
ち
ろ
ん

相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

宅
地
建
物･

農
事
・
商
事
・
公

害･

交
通
事
故
そ
の
他
民
事
及
び

夫
婦
の
こ
と
、
親
子
の
こ
と
、
相

続
の
関
係
等
の
困
り
ご
と
な
ど
の

家
事
関
係
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ

心
配
の
あ
る
人
は
気
軽
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
22
日　

10
時
〜
16
時

場
所　

高
山
市
民
文
化
会
館

相
談
担
当
者　

調
停
委
員

費
用　

無
料

問
合
先　

岐
阜
地
方
・
家
庭
裁
判

所
高
山
支
部

☎
０
５
７
７
・
32
・
１
１
４
０

日にち 会　　　場
10日（金）東公民館
20日（月）健康館
22日（水）いきいきセンター
24日（金）東公民館

※20日は「親子で遊ぼう」。
「ひとつぶのたね」の皆さん
による、絵本の読み聞かせを
予定。

子育て支援課 ☎ 52 ･ 2900

子どもへの虐待が社会問題となって

います。　　　　

テレビや新聞で虐待のニュースが連

日のように流れています。

下呂市内のほとんどの家庭では、良

好な親子関係が築かれていると思いま

す。しかし、もしかしたら、たまにかっ

となったり、面倒を見なかったりなど、

子どもにひどい態度で接していること

があるかもしれません。

すべての家庭でもう一度、子どもと

のかかわり方について振り返ってみて

ください。　　　　健康福祉部福祉課

子どもの笑顔をみんなで守ろう
11月は「児童虐待防止推進月間」

下
呂
市
人
事

異
動
（
９
月
１
日
付
）

学
校
校
務
員
▽
斎
藤
裕
子
（
給

食
セ
ン
タ
ー
）

退
職
（
９
月
30
日
付
）

大
洲
亜
沙
子
（
金
山
病
院
看
護

師
）

異
動
（
10
月
１
日
付
）

消
防
総
務
課
通
信
指
令
室
▽
細

江
若
美
（
中
消
防
署
）

中
消
防
署
▽
藤
岡
敏
生
（
消
防

総
務
課
通
信
指
令
室
）、
天
野

博
太
（
南
消
防
署
）

南
消
防
署
▽
齋
藤
好
生
（
中
消

防
署
）

お
ひ
さ
ま
は
う
す　

11
月
開
館
日

　

開
館
時
間
10
時
〜
11
時
30
分
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『下呂市民が燃えた２日間
　グラフ　第 57回全国植樹祭』

－ 好 評 発 売 中 －

【取扱店】　小坂／ツタヤ、小坂新聞販売所　萩原／金森書店、なかの書店、マルヤ、むげん、川西新聞販売所、萩原
新聞販売所、読売新聞萩原専売所　下呂／喜久屋書店、喜久屋ピア店、ゼロ下呂店、下呂新聞販売所、竹原新聞販売所、
焼石新聞販売所、読売新聞下呂店　金山／佐藤書店、タイヨー新聞販売所、東村新聞販売所、読売新聞金山専売所

定価：１，０００円
Ａ４版、７２ページ、
オールカラー

市長のコラム

　

地
方
分
権

の
進
展
に
伴

い
、「
国
か

ら
地
方
へ
」

と
国
や
県
の

仕
事
が
市
へ

下
り
て
き
ま

す
。
ま
た
近
年
は
個
人
の
価
値
観

が
多
様
化
し
、
市
民
の
行
政
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
も
年
々
増
え
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
市
の
行
う
べ
き
仕

事
が
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
増
え
て

い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

そ
の
仕
事
量
に
合
わ
せ
て
市
の

職
員
の
数
を
増
や
し
て
い
け
れ
ば

い
い
の
で
す
が
、
下
呂
市
は
今
行

革
の
一
環
と
し
て
そ
の
逆
を
や
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
職
員
数
を
段

階
的
に
減
ら
し
て
い
る
の
で
す
。

増
え
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
職

員
を
減
ら
し
な
が
ら
、
ど
う
や
っ

て
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
さ
せ
る
か
が

最
大
の
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
〈
協
働
〉
と
い
う
考
え
方

が
出
て
く
る
の
で
す
。

　

今
ま
で
行
政
が
や
っ
て
い
た
仕

事
で
も
、
民
間
に
任
せ
た
方
が
効

率
が
い
い
も
の
、
地
域
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
っ
た
方
が
う

ま
く
い
く
も
の
が
あ
る
は
ず
で

す
。
そ
れ
ら
を
お
願
い
し
、
地
域

づ
く
り
を
行
政
と
市
民
が
と
も
に

力
を
合
わ
せ
、
職
員
数
が
減
っ
て

も
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
生

み
出
し
て
い
く
の
が
〈
協
働
〉
の

理
念
で
す
。

　

10
月
３
日
、
萩
原
南
保
育
園
の

竣し
ゅ
ん
こ
う工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
南
保
育
園
と
西
上
田
保
育

園
の
統
合
に
よ
る
新
保
育
園
で
、

広
い
敷
地
と
地
元
の
木
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
ぬ
く
も
り
の
あ
る

素
晴
ら
し
い
保
育
園
で
す
。
そ
し

て
来
年
４
月
か
ら
は
地
元
の
ま
ち

づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
サ
ン
は
ぎ
わ

ら
」
に
よ
る
市
内
初
の
〈
民
営
化

保
育
園
〉
と
な
り
、
大
き
な
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

「
サ
ン
は
ぎ
わ
ら
」
の
設
立
主

旨
は
「
行
政
の
行
う
サ
ー
ビ
ス
の

受
益
者
と
し
て
傍
観
す
る
こ
と
な

く
、
納
税
者
と
し
て
、
主
権
者
と

し
て
、（
中
略
）
行
政
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
基
本
に
、
よ
り
大

き
な
力
と
し
て
、
も
っ
と
住
み
よ

い
萩
原
を
自
分
た
ち
の
手
で
造
り

上
げ
て
い
こ
う
」
と
い
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
「
今
こ
そ
私
た

ち
は
、
市
が
私
た
ち
に
何
を
し
て

く
れ
る
か
を
問
う
前
に
、
私
た
ち

が
地
域
や
市
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
を
自
問
自
答
す
べ
き
で
す
」

と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が

ま
さ
に
下
呂
市
が
目
指
す
〈
協

働
〉
の
理
念
そ
の
も
の
な
の
で

す
。

　

〈
協
働
〉
の
取
り
組
み
は
緒ち

ょ

に

就
い
た
ば
か
り
で
す
。
そ
の
理
念

が
市
民
に
広
く
理
解
さ
れ
、
浸
透

し
て
い
る
と
は
ま
だ
思
え
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
今
後
の
萩
原
南
保

育
園
の
運
営
が
官
民
一
体
の
努
力

で
成
功
し
、
他
の
モ
デ
ル
と
な
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
理
解
さ

れ
、
浸
透
し
発
展
し
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
も
行
政

も
一
体
と
な
っ
て
下
呂
市
を
盛
り

立
て
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　

下
呂
市
長　

山
田
良
司

萩原南保育園と

〈協働〉の理念

限定2,000冊　売り切れ間近
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人生を豊かにしてくれる本を友に

絵本の読み聞かせサークル  紙ふうせん
  「今の子は本を読まないー」、子どもたちが本を楽

しむきっかけになればと、馬瀬地域の母親３人が平

成11年、絵本の読み聞かせサークル「紙ふうせん」

を立ち上げました。

　「紙ふうせん」は、月１回、中切小学校と総島小学

校で、全校児童に絵本の読み聞かせを行っています。

13人になった会員のうち、都合のつく会員３人が学

校へ出向き、授業の合間の20分程の時間を利用して、

低、中、高学年に分かれて、読み聞かせを行い、子

どもたちに好評です。

　毎月第３火曜日の晩には、小坂の朗読ボランティ

ア「糸でんわの会」の北條多美江さんを講師に招き、

馬瀬中央公民館で会員の練習会を開催。会員の朗読

をテープに録音、再生しながら、言葉のアクセント

やイントネーション、話すスピードについて、アド

バイスを受け、感情豊かに表現するための語り方を

学んでいます。

　乳幼児学級の開級式で読み聞かせを行ったところ、

生後６カ月ほどの子が、絵本に大きな関心をしめし、

我が子の思わぬ反応に、「本はまだ早いと思っていた

のに」と母親は驚いたそうです。

　発起人の一人、大屋登美恵（黒石）さんは　「幼い

ころ、母が絵本を読んでくれたのを今でも覚えてい

ます。忘れられない一時でした」と。代表の小林伸

江さん（中切）も、「本を生涯の友にできることはす

ばらしいこと。絵本の読み聞かせが、子どもたちの

読書好きにつながればうれしい。派手なことはでき

ないけれど、続けることが大切と、いつもメンバー

で話しています。微力でもがんばっていきたい」と

話しました。　

　　　　　　　　　　【問合先　小林　☎47-2003】

練習会で、北條さん（右）から、アクセント、
間のとり方などの表現方法を学ぶ会員。

選んだ絵本を手に。「紙ふうせん」練習会での一コマ（中央：代表小林さん）

中切小の２階ホールで、
藤森智子さんの読み聞か
せに夢中の３、４年生。

「どろんここ
ぶた」を情感
たっぷりに
読み上げる
大屋さん

大屋さんの読み聞かせで、絵本の世界に引き込まれていく
中切小５、６年生。

古
紙
配
合
率
100
パ
ー
セ
ン
ト
の

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

発
行
／
岐
阜
県
下
呂
市
役
所　

毎
月
１
回
発
行

印
刷
／
（
有
）斐
太
企
画
工
房

2006

11
平成18年

〒
５
０
９ｰ

２
２
９
５ 

岐
阜
県
下
呂
市
森
９
６
０
番
地　

編
集
／
企
画
部
秘
書
広
報
課

☎
０
５
７
６・２
４・２
２
２
２　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.city.gero.lg.jp

子育て支援編


